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【公表番号】特表2013-507320(P2013-507320A)
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【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/468    (2006.01)
   Ｈ０１Ｃ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/46    　　　Ｎ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月12日(2013.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の組成： 
　（Ｂａ１－ｘＭｎ

ｘ）Ｏ・ｚ（Ｔｉ１－ｙＭｍ
ｙ）Ｏ２・Ｄｄ・Ｅｅ

〔式中、（Ｂａ１－ｘＭｎ
ｘ）＝Ａ、および、（Ｔｉ１－ｙＭｍ

ｙ）＝Ｂとする。
　Ｍｎは、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｐｂおよびこれらの混合物から選択される少なくとも１つ
の元素を表す。
　Ｍｍは、Ｓｎ、Ｚｒおよびこれらの混合物から選択される少なくとも１つの元素を表す
。
　Ｄは、ドナー特性を有する少なくとも１つの元素を表す。
　Ｅは、アクセプタ特性を有する少なくとも１つの元素を表す。
　および、パラメータに関しては、０≦ｘ≦０．６、０≦ｙ≦０．３５、０≦ｄ≦０．０
２、０≦ｅ≦０．０２、１＜ｚである。
　および、Ａに対するＢのモル比は、１＜Ｂ／Ａである。
　前記セラミック材料は、Ｓｉをせいぜい不純物として含有する。〕
のセラミック材料。
【請求項２】
　Ａに対するＢのモル比は、１．００５＜Ｂ／Ａ＜１．０５である、請求項１に記載のセ
ラミック材料。
【請求項３】
　Ｄは、Ｎｂ、Ｙ、Ｓｂまたはランタノイド系元素群のある元素ならびにこれらの混合物
から選択される少なくとも１つの元素を表す、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミ
ック材料。
【請求項４】
　ｄに関して、０＜ｄである、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項５】
　Ｅは、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｃｕおよびこれらの混合物から選択される少なくとも
１つの元素を表す、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
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【請求項６】
　ｅに関して、０＜ｅである、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項７】
　ｘに関して、０＜ｘである、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項８】
　ｘに関して、０．１２＜ｘ＜０．４である、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミ
ック材料。
【請求項９】
　ｙに関して、０＝ｙである、請求項１～８のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項１０】
　ｙに関して、０＜ｙ＜０．１である、請求項１～８のいずれか１項に記載のセラミック
材料。
【請求項１１】
　Ｍｎは少なくとも部分的にＣａを表し、Ａの中におけるＣａの最低含有量は１０モル％
である、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項１２】
　前記セラミック材料は、Ｂ、Ｇｅ、Ｌｉ、ＫおよびＰをせいぜい不純物として含有する
、上記請求項のいずれか１項に記載のセラミック材料。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のセラミック材料を有する正温度係数を備えた抵
抗素子。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のセラミック材料の製造方法であって、
Ａ）相当の化学量論比で存在する出発材料Ｂａ、Ｍｎ、Ｔｉ、Ｍｍ、ＤおよびＥを、混合
物が生じるように混合する工程と、
Ｂ）工程Ａ）から生じた混合物を、粒子が生じるように、粉砕する工程と、
Ｃ）工程Ｂ）から生じる粒子を焼成する工程と、
Ｄ）工程Ｃ）から生じる粒子を、スラリーが形成されるように、湿式粉砕する工程と、
Ｅ）工程Ｄ）から生じるスラリーを、顆粒が形成されるように、噴霧により顆粒化する工
程と、
Ｆ）工程Ｅ）から生じる顆粒を、素地体が形成されるように、所望の形態に押圧する工程
と、
Ｇ）工程Ｆ）から生じる素地体を、セラミック体が生じるように焼結する工程と
を含む方法。
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